
令和４年度第１四半期に発生した
電気通信事故の集計結果について

資料４－５





 合計で、1,505件の事故が発生。前年度同期間（1,548件）と比べ33件減少。

うち、「重大な事故」は1件。【2～3、11ページ】

 基本的に各項目に大きな変化はない。

 「継続時間」別で見ると、12時間以上の事故の割合は21％～25%の間で推移し、大きな変化は

見られない。【12～14ページ】

 「影響利用者数」の傾向について、過去3年の各第１四半期と比較して、大きな変化は見られ

ず、500未満が90%以上、3万以上が全体の1%程度。【15～17ページ】

 「サービス」別に見ると、音声サービスの割合が減少傾向、データ通信の割合が増加傾向に

ある。【4～5、18～24ページ】

 「発生原因」別に見ると、構成要因に大きな変化は見られず、設備要因が35%～39%の間で、

外体要因が57%～60%の間で推移【6～7、25～26ページ】

 故障設備の内訳別に見ると、伝送交換設備、伝送路設備ともに令和２年度を除きほぼ横ば

いで推移。【8～9、27～29ページ】

令和４年度第１四半期における電気通信事故発生概況 1



 500未満の事故が約95%、12時間以上の事故が約16%、重大な事故（表中 ）は1件発生。

 発生件数(1,505件)は、令和３年度同期間(1,548件)と比べ33件減少。

※１ ※２

※５

事故発生状況（継続時間・利用者数） 2

■色塗り部分のうち、次の要件に当てはまる場合に、重大な事故に該当。
※１ 緊急通報を取り扱う音声伝送役務：継続時間１時間以上かつ影響利用者数３万以上のもの
※２ 緊急通報を取り扱わない音声伝送役務：継続時間２時間以上かつ影響利用者数３万以上のもの 又は 継続時間１時間以上かつ影響利用者数１０万以上のもの
※３ LPWAサービス：継続時間１２時間以上かつ影響利用者数３万以上のもの 又は 継続時間２時間以上かつ影響利用者数１００万以上のもの
※４ 利用者から電気通信役務の提供の対価としての料金の支払を受けないインターネット関連サービス（１～３を除く）：

継続時間２４時間以上かつ影響利用者数１０万以上のもの 又は 継続時間１２時間以上かつ影響利用者数１００万以上のもの
※５ １から４までに掲げる電気通信役務以外の電気通信役務：継続時間２時間以上かつ影響利用者数３万以上のもの 又は 継続時間１時間以上かつ影響利用

者数１００万以上のもの

注１：色塗り部分には、電気通信設備以外の設備の故障による事故等が含まれており、重大な事故の件数と一致しない。
注２：同一要因の事故であっても、事業者毎にカウントしている。

※３

※４

500未満
500以上
5千未満

5千以上
3万未満

3万以上
10万未満

10万以上
100万未満

100万以上 計

30分未満

四半期報告対象外

2 2 0 4 (0.3%)
30分以上
1時間未満

0 1 0 1 (0.0%)

1時間以上
1時間30分未満

1 0 0 1 (0.0%)

1時間30分以上
2時間未満

0 0 0 0 (0.0%)

2時間以上
5時間未満

714 40 4 1 1 0 760 (50.5%)

5時間以上
12時間未満

326 14 5 0 0 0 345 (22.9%)

12時間以上
24時間未満

232 3 1 0 0 0 236 (15.7%)

24時間以上 155 2 1 0 0 0 158 (10.5%)

計
1,427 59 11 4 4 0

1,505
(94.8%) (3.9%) (0.7%) (0.3%) (0.3%) (0.0%)

利用者数
継続時間

R4年度1Q



※１ ※２

※５

事故発生状況（継続時間・利用者数） 2

■色塗り部分のうち、次の要件に当てはまる場合に、重大な事故に該当。
※１ 緊急通報を取り扱う音声伝送役務：継続時間１時間以上かつ影響利用者数３万以上のもの
※２ 緊急通報を取り扱わない音声伝送役務：継続時間２時間以上かつ影響利用者数３万以上のもの 又は 継続時間１時間以上かつ影響利用者数１０万以上のもの
※３ LPWAサービス：継続時間１２時間以上かつ影響利用者数３万以上のもの 又は 継続時間２時間以上かつ影響利用者数１００万以上のもの
※４ 利用者から電気通信役務の提供の対価としての料金の支払を受けないインターネット関連サービス（１～３を除く）：

継続時間２４時間以上かつ影響利用者数１０万以上のもの 又は 継続時間１２時間以上かつ影響利用者数１００万以上のもの
※５ １から４までに掲げる電気通信役務以外の電気通信役務：継続時間２時間以上かつ影響利用者数３万以上のもの 又は 継続時間１時間以上かつ影響利用

者数１００万以上のもの

注１：色塗り部分には、電気通信設備以外の設備の故障による事故等が含まれており、重大な事故の件数と一致しない。
注２：同一要因の事故であっても、事業者毎にカウントしている。

※３

※４

500未満
500以上
5千未満

5千以上
3万未満

3万以上
10万未満

10万以上
100万未満

100万以上 計

30分未満

四半期報告対象外

6 1 0 7 (0.5%)
30分以上
1時間未満

4 2 1 7 (0.5%)

1時間以上
1時間30分未満

0 0 0 0 (0.0%)

1時間30分以上
2時間未満

0 1 0 1 (0.1%)

2時間以上
5時間未満

744 76 13 0 2 0 835 (53.9%)

5時間以上
12時間未満

307 17 7 2 0 0 333 (21.5%)

12時間以上
24時間未満

222 8 1 0 0 0 231 (14.9%)

24時間以上 121 9 3 1 0 0 134 (8.7%)

計
1,394 110 24 13 6 1

1,548
(90.1%) (7.1%) (1.6%) (0.8%) (0.4%) (0.1%)

利用者数
継続時間

R3年度1Q

：重大な事故



事故発生状況（サービス別） 4R4年度1Q

令和３年度同期間の事故発生状況と比べて、構成比率に大きな変化はないが、件数は減少（FYR3.1Q:3071
件→FYR4.1Q:2608件 463件減少）している。
 過去の傾向では音声サービス別のうち、IP電話の件数が増加傾向にあったが、今期は（FYR3.1Q:384件

→FYR4.1Q:247件）と137件減少したが、その反面、携帯電話の割合が増加傾向(FYR3.1Q:289件
→FYR4.1Q:315件）にある。

 データ通信サービスのうち、固定アクセスサービスの割合は引き続き増加傾向
（FYR3.1Q:37%→FYR4.1Q:46%）にある。

複数サービスへの同時影響あり
総件数（1,505件）より件数大



事故発生状況（サービス別） 4R3年度1Q

複数サービスへの同時影響あり
総件数（1,548件）より件数大



事故発生状況（発生原因別） 6

令和３年度同期間の事故発生状況と比べて、外的要因の構成比率が６％上昇した。

R4年度1Q

※合計１，518件



事故発生状況（発生原因別） 6R3年度1Q

※合計１，520件



事故発生状況（故障設備別）

令和３年度同期間の事故発生状況と比べて、故障設備別の発生件数では、伝送交換設備（FYR3.1Q:411
件→FYR4.1Q:363件）、伝送路設備（FYR3.1Q:440件→FYR4.1Q:362件）とともに減少。
 伝送交換設備(411件(42%)）の減少の主要因は、加入者収容装置の減少-25件。
 伝送路設備(362件(44%))の減少の主要因は、その他の減少-76件。

※事故の総件数（1,505件）のうち、発生要因が「他の電気通信事業者の事故による要因」等のために、 故障設備が不明な事故（683件）を除いたもの。

8R4年度1Q



事故発生状況（故障設備別）

※事故の総件数（1,548件）のうち、発生要因が「他の電気通信事業者の事故による要因」等のために、 故障設備が不明な事故（499件）を除いたもの。

8R3年度1Q



電気通信事故発生状況の推移



事故発生状況の推移（事故件数）

 平成30年以降、第1四半期の事故発生件数は増加傾向にあったが、令和4年度は若干の減少となった。

 しかし一貫して1500件程度は発生しているため、誤差の範疇とも言える。
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11

は、各年度第３四半期を示す（次ページ以降同じ）



事故発生状況の推移（継続時間） 12
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継続時間別四半期ごとの事故発生状況の推移（FYH29 Q1～FYR4 Q1）

30分未満

30分以上1時間未満

1時間以上1時間30分未満

1時間30分以上2時間未満

2時間以上5時間未満

5時間以上12時間未満

12時間以上24時間未満

24時間以上

2時間未満の事故は合わせて１％程度

①

①

②

②

 継続時間が２時間未満の事故は、影響利用者数３万以上でなければ報告対象とならないため、１％程度にとどまる。

 12時間以上の事故の割合は時期によってばらつきがあるが、第１四半期においては概ね横ばいの基調にある。
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事故発生状況の推移（影響利用者数別）

 影響利用者数が３万以上の事故は、事故全体の１％程度にとどまり、事故の大半は影響利用者数５００未満にとどまる。
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影響利用者数500未満の事故件数の推移
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影響利用者数500以上5千未満の事故件数の推移
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影響利用者数5千以上3万未満の事故件数の推移
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影響利用者数3万以上10万未満の事故件数の推移
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影響利用者数10万以上100万未満の事故件数の推移
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影響利用者数100万以上の事故件数の推移

17



事故発生状況の推移（サービス別）

 サービス別に見ると、音声サービスの割合が減少基調にあるものの、全体の構成比率に大きな変化はない。

739 （28%）

1,018 （29%）

785 （28%）

866 （30%）

681 （27%）

1,172 （27%）

732 （25%）

501 （25%）

757 （26%）

992 （24%）

816 （24%）

697 （24%）

819 （26%）

1,097 （27%）

764 （25%）

647 （23%）

738 （24%）

854 （24%）

720 （23%）

623 （24%）

612 （23%）

1,656 （63%）

2,167 （62%）

1,863 （66%）

1,861 （65%）

1,654 （65%）

2,824 （64%）

1,924 （67%）

1,344 （67%）

1,913 （66%）

2,776 （66%）

2,267 （66%）

1,866 （65%）

1,943 （63%）

2,644 （64%）

2,032 （65%）

1,913 （69%）

2,088 （67%）

2,476 （68%）

2,093 （67%）

1,693 （66%）

1,808 （69%）

249
（9%）

301
（9%）

159
（6%）

150
（5%）

218
（9%）

415
（9%）

218
（8%）

167
（8%）

245
（8%）

426
（10%）

375
（11%）

297
（10%）

341
（11%）

397
（10%）

311
（10%）

225
（8%）

284
（9%）

287
（8%）

322
（10%）

232
（9%）

188
（7%）
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FYR2 Q2

FYR2 Q3
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FYR3 Q3

FYR3 Q4

FYR4 Q1

サービス別 四半期ごとの事故発生状況の推移（FYH29 Q1～FYR4 Q1）

音声サービス

データ通信サービス

その他

※その他：
ISDN、専用役務、
MVNO、電報等

注）１件の事故で複数のサービスへの影響があるため、集計は役務ごとに集計。
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音声サービスの事故件数の推移
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データ通信サービスの事故件数の推移
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その他サービスの事故件数の推移

※その他： ISDN、専用役務、MVNO、電報等
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事故発生状況の推移（音声サービス別）

 音声サービスの内訳別に見ると、構成比率では、IP電話の事故の割合が増加傾向、携帯電話の事故の割合が減少傾

向にあったが、令和３年は増加傾向にある。
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音声サービス別 四半期ごとの事故発生状況の推移（FYH29 Q1～FYR4 Q1）

アナログ電話

IP電話

公衆電話

携帯電話

PHS

その他

※その他：
国際電話、
FMCサービス等

注）１件の事故で複数のサービスへの影響があるため、集計は役務ごとに集計。
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アナログ電話の事故件数の推移
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ＩＰ電話の事故件数の推移
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公衆電話の事故件数の推移
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携帯電話の事故件数の推移
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ＰＨＳの事故件数の推移
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その他の事故件数の推移

※その他： 国際電話、FMCサービス等
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事故発生状況の推移（データ通信サービス別）

 データ通信サービスの内訳別に見ると、その他の事故の割合が増加傾向にあったが、令和２年度以降は減少に転じて

いる。固定アクセスサービス及び移動アクセスサービスの割合は横ばい。
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データ通信サービス別 四半期ごとの事故発生状況の推移（FYH29 Q1～FYR4 Q1）

固定インターネット接続サービス

固定アクセスサービス

移動アクセスサービス

その他

注）１件の事故で複数のサービスへの影響があるため、集計は役務ごとに集計。

※その他：
電子メールサービス、
IP-VPNサービス、
広域イーサネットサービス
ローカル5Gサービス
LPWAサービス 等
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固定インターネット接続サービスの事故件数の推移
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固定アクセスサービスの事故件数の推移
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移動アクセスサービスの事故件数の推移
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その他の事故件数の推移

※その他： 電子メールサービス、IP-VPNサービス、広域イーサネットサービス、ローカル5Gサービス、LPWAサービス 等
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事故発生状況の推移（発生原因別）

 発生原因の内訳別に見ると、設備要因の割合が減少傾向にあり、外的要因の割合が若干増加傾向にあるものの、構成

比率に大きな変化はなし。
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発生原因別 四半期ごとの事故発生状況の推移（FYH29 Q1～FYR4 Q1）

設備要因

人為要因

外的要因

その他

※ その他：
異常トラヒック
による輻輳、
原因不明等
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設備要因に起因した事故件数の推移
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人為要因に起因した事故件数の推移
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外的要因に起因した事故件数の推移
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その他の要因に起因した事故件数の推移

※その他： 異常トラヒックによる輻輳、原因不明 等
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事故発生状況の推移（故障設備別）

 故障設備の内訳別に見ても、事故発生状況の内訳に大きな変化は無い。
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故障設備別 四半期ごとの事故発生状況の推移（FYH29 Q1～FYR4 Q1）

伝送交換設備

サーバ設備

伝送路設備

回線交換設備

電源

附属設備

その他

※事故の総件数のうち、発生原因が「他の電気通信事業者の事故による要因」等のために、 故障設備が不明な事故を除いたもの。
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伝送交換設備の故障に起因した事故件数の推移
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サーバ設備の故障に起因した事故件数の推移
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伝送路設備の故障に起因した事故件数の推移
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回線交換設備の故障に起因した事故件数の推移
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電源の故障に起因した事故件数の推移
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附属設備の故障に起因した事故件数の推移
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その他設備の故障に起因した事故件数の推移
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